
第 3 回 まちセミ・IZUMI 実行委員会 2021 議事録 

 

日 時  2021 年 3 月 13 日（土） 13 時 30 分～15 時 30 分 

場 所  アイ・あいロビー ＆ ＺＯＯＭ 

出席者  アイロビ  佐藤、藤原、駒沢、国本、山本、村上、芦田、佐近 

     ＺＯＯＭ  宝閣、村田、堀田、的場、岡崎、菅野、新田 

 

議題 

① 近況報告 新メンバー村上さん加入。画面制作を手伝ってもらう。 

 

② 臨時実行委員会のクラウドファンディングに関する結論について 

（臨時実行委員会議事録参照） 

【結論】 

クラウドファンディングは目的ではなく、手段として取り組むことで、まちセミを見直したり、 

実行委員の温度差を埋めるための努力を積み重ね、その結果として、クラウドファンディングに 

取り組めるのであれば取り組む。 

さらに、できるところまで詰めて、結論を出す時期が来たときに、最終決定をする。 

➡承認 

 

③ クラウドファンディング勉強会について 

村田さんより、クラウドファンディングに関する勉強会をしたいとの申し出あり。 

そもそも論ややり方を聞きたい。いろいろな事例も聞けるのではないか。 

勉強会：日程 4 月 3 日（土）10 時 30 分～ 

（録音・録画の許可が得られた。欠席者にも勉強してもらえる。） 

 

④ 会場について 

駐車場について、小学校の駐車場も借りられることになった。 

食事できる場所を確認してほしい。 

 

⑤ 渉外班より 

食事に関して業者を入れることは難しいが、キッチンカーに来てもらえないか商工課を巻き

込んでいきたい。グッズも商工課を巻き込みたい。 

他のイベント（泉北 50 周年など）と関わって、つながっていきたい。 

 

⑥ 村田さんよりの提案 

まちセミの先。我々がなしたいことを確認したい。➡次回迄の宿題 

全体のスケジュールはどうなっているのか？➡班長会議を開いて、作り上げる。 



 班長会議の日程 3 月 28 日（日）10 時より Ｚｏｏｍで開催 

 班長の確認、総務（新田）、会場（駒澤）、渉外（芦田）、クラウドファンディング（村田） 

       先生（堀田）、ボランティア（宝閣）、広報（佐近） 

班長からの意見 

  ・先生を楽しむことが必要。先生も生徒も経験する。集客も大事だが、みんなが学びを通して 

楽しめることが第一。 

  ・今年は実行委員が先生をやってみる。これまでの経験を 40 分間にぶつけてみよう。 

 

⑦ 校歌について 

菅野さんと新田が歌詞を提出。（歌詞参照）次のページ 

菅野さんの歌詞を実行委員会の意見をもとに修正してもらう。 

校歌はもっと後でもいいのではという意見があったが、今回はＰＲもかねて早く作りたいの

と北池田中学校の音楽の先生に作曲してもらい、吹奏楽部や合唱部とコラボできればと考え

ている。 

実行委員会の意見 

・歌詞が長いのではないか。短い方がよい。 

・「大好きさ～」の歌詞を、2 番でもくり返してはどうか。 

・「あの日の希望」は高齢者をイメージしているのでは？ 対象は、老若男女。 

そこを「まちセミ･IZUMI を知っている」にしてはどうか。 

・「まちセミ・IZUMI」や「誰でも先生・誰でも生徒」という言葉は入れてほしい。 

 

★次回実行委員会    4 月 10 日（土）午後 1 時～ アイ・あいロビーとＺＯＯＭ  

  ※時間設定を忘れていました。新田の都合で、午後 1 時開催でお願いします。  



「学校ごっこ」 

 

あの日の希望 おぼえてる 

友だちできるか 素敵な出会い 

あの日の思い よみがえる 

ちょっぴり不安 深呼吸 

 

みんなに会えるね 始まりだ 

大人もこどもも 同級生 

ワクワク・ドキドキ 止まらない 

こぶしに力 よみがえる 

 

大好きさ聞かせてよ いつまでも 

ここは誰もが 来れる場所 

一緒に開けよう 宝箱 

誰もがもらえる おくりもの 

 

みんな一緒に 一年生 

ここから 始まる 点と線 

一緒に笑える 仲間たち 

誰が 生徒か 先生か 

 

鉛筆・けしごむ わすれるな 

白いノートが ひかってる 

ワクワク冒険 おすそ分け 

はなしきかせて おしえてよ 

 

いつでも届くよ 夢とどけ 

絆よ永久
と わ

に 紡ぐ糸 

光で染まって 虹の色 

誰もがもらえる おくりもの 

「まちセミ・IZUMI」 

 

トカイのような イナカのような 

和泉市にある学校 

子どもも大人も 一緒に学べる 

まちセミ・IZUMI 

ワクワク感が 止まらない 

みんな集まれ 一緒に学ぼう 

 

団地もあるし 自然も多い 

和泉市にある学校 

誰でも先生・生徒になれる 

まちセミ・IZUMI 

ワクワク感が 止まらない 

つながることで 輪を広げよう 

実行委員会の意見 

・歌詞が長いのではないか。短い方がよい。 

・大好きさ～の歌詞を、2 番でもくりかえ

してはどうか。 

・「あの日の希望」は高齢者をイメージして

いるのでは？ 対象は、老若男女。 

そこを「まちセミ･IZUMIを知っている」に

してはどうか。 

・「まちセミ・IZUMI」や「誰でも先生・だ

れでも生徒」という言葉は入れてほしい。 


